
人口と世帯（平成２4年3月１日現在）1,694世帯（-3）男2,478人（＋4）女2,662人（-7）計5,140人（-3）
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今 

月 

の 

紙 

面

平成24年（2012）

No .680

第 17 回越本御神火祭

おしらせ（後期高齢者医療保険　他） 9～ 12

おしどり夫婦・窓口から 14

ニュース（迎え火の宴開催　他） 2～ 5

我が家の自慢料理・方言 8

教育・生涯学習 6～ 7 　２月第１週土曜日の恒例となりました越本御神火祭。

　強風と降雪の中、多くの担ぎ手により盛大に行われま

した。

　　　　　　　　　　　　　　詳細は３ページ

（撮影：２月４日）

★
生
ま
れ
た
赤
ち
ゃ
ん 

３
人

戸
丸  

正
彦　

  

男  

煌
月  

花　

咲

鈴
木  

雅
也 　

 

男  

煌
也  

東
小
川

中
畑  

伊
佐
央  

女  

莉
渚  

鎌　

田

                    　

★
婚
姻
さ
れ
た
方 

１
組

　

○
星
野　

孝
宏　
　

花　

咲

　
　

加
藤　

俊
子　
　

高
崎
市

亡
く
な
ら
れ
た
方 

５
人

井
上 

竹
子　

91
歳 

御
座
入

井
上 

圓
治　

83
歳 

摺　

渕

佐
藤 

郁
夫　

80
歳 

花　

咲

吉
野 

利
男　

80
歳 

越　

本

青
木 

昭
治　

84
歳 

鎌　

田

3

いたずらわんぱく 13

お
う
が

こ
う
や

り　

な

寄
贈
『
詩
集
　
き
た
ぐ
に
』

　

摺
渕
の
千
明
政
夫
さ
ん
の
人

生
の
投
影
と
も
言
え
る
詩
集
を
、

中
央
公
民
館
図
書
館
に
10
冊
と

村
関
係
者
に
寄
贈
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

ご
趣
旨
に
沿
う
よ
う
有
効
に

活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

　

２
月
１
日
を
基
準
日
と
し
た

経
済
セ
ン
サ
ス
で
は
、
お
忙
し

い
中
、
調
査
に
ご
協
力
い
た
だ

き
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

確
定
申
告
後
に
提
出
予
定
の

方
に
つ
き
ま
し
て
は
、
３
月
31

日
ま
で
に
役
場
む
ら
づ
く
り
観

光
課
へ
提
出
を
お
願
い
し
ま
す
。

☎（
５
８
）
２
１
１
２

詩集を手にする千明政夫氏

経
済
セ
ン
サ
ス
活
動
調
査
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広
 報
   「
 か
 た
 し
 な
 」   は

 尾
 瀬
 の
 木
 道
 を
 材
 料
 に
 し
 た
  エ
 コ
 ペ
 ー
 パ
 ー
 を
 使
 用
 し
 て
 い
 ま
 す
 。   　

　
印
 刷
 所
 ／
  笠
 原
 印
 刷
 ㈲
  　
　
デ
ザ
イ
ン
／
  ㈲
 尾
 瀬
 生
 活

休日の病院（緊急時）
3月 4月

納期は４月２日 (水 ) です。
口座振替の方は事前に残高確認を！

ミ
　
ニ
　
情
　
報

午
前　

8
時
30
分
〜
12
時
00
分
迄

年
始
年
末
を
除
く
毎
週
土
曜
日
、

住
民
課
各
種
証
明
書
発
行
及
び
収

納
業
務
を
行
っ
て
い
ま
す
。

窓   

口   

か   

ら

平
成
24
年
1
月 

20 

日 

〜

　
　
　
　
　

平
成
24
年
2
月
19
日

お

く

や

み

３
／
13　
片
品
中
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

３
／
20　
ア
ル
ペ
ン
チ
ル
ド
レ
ン
群
馬
大

会
（
Ｗ
Ｗ
尾
瀬
岩
鞍
）

３
／
23　
村
内
小
学
校
卒
業
証
書
授
与
式

３
／
23
〜
25　
関
東
ス
キ
ー
選
手
権
（
Ｗ

Ｗ
尾
瀬
岩
鞍
）

４
／
９　
村
内
小
中
学
校
入
学
式

４
／
13
〜
15　
第
９
回
丸
沼
ス
プ
リ
ン
グ

カ
ッ
プ
ス
ラ
ロ
ー
ム
競
技
会
（
丸
沼
高
原
）

今月の
納期は

国 民 健 康 保 険 税

１７日（土）国立沼田病院
１８日（日）沼田脳神経外科
２４日（土）月夜野病院
２５日（日）利根中央病院
３１日（土）利根中央病院

　１日（日）沼田脳神経外科
　７日（土）沼田脳神経外科
　８日（日）国立沼田病院
１４日（土）内田病院
１５日（日）利根中央病院

第 9 期

お

め

で

た

“

土
曜
日
窓
口
業
務
開
設
中”

◉ 若いころの思い出
　二人は同級生なので中学生の時に戦争を体験し、
良さんは学徒動員として今の中学２年生の時に軍
事工場で働いたことが思い出だと語る。昭和４０
年まで良さんは製糸工場の材木管理、ヒロ子さん
は蚕や農業で生計を立てていたが、金精峠の開通
と同時にドライブインを始め引退するまで接客業
に明け暮れ、休みなく働いたと語る二人。

おしどり夫婦　『今も仲睦まじく』
千明　良さん (80)・ヒロ子さん (80)　ご結婚されて60年　お住まい（東小川）
22歳・22歳当時　（昭和27年） 現　在

◉ 今の時代に思うこと
　私たちは、今は考えられないような貧しい時代
からバブル期など、さまざまな貴重な経験をして
きた。今は二人で会話をしながらゆっくり過ごす
時間が多くなり『こんなのもいいものだなぁ～』
なんて思うよ。《心配なのは若者の仕事が少なく村
外に出てしまう事や、外で遊んでいる子供の声が
聞こえないのが少しさみしい気がするね》

善
　
　
　
意

上 下 水 道 第 6 期
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迎
え
火
の
宴
開
催

 　

２
月
11
日
（
土
）
前
橋
市
ぐ
ん

ま
武
道
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
上

毛
か
る
た
県
大
会
・
小
学
生
高
学

年
の
部
に
第
６
区
子
ど
も
会
の
星

野
琴
音
さ
ん
が
出
場
し
ま
し
た
。

　

予
選
Ｂ
ブ
ロ
ッ
ク
に
出
場
し
、

惜
し
く
も
決
勝
リ
ー
グ
に
は
進
め

ま
せ
ん
で
し
た
が
、
一
戦
一
戦
真

剣
に
競
技
す
る
姿
勢
は
郡
代
表
と

し
て
と
て
も
素
晴
ら
し
い
姿
で
し

た
。　
　

第
17
回
越
本
御
神
火
祭
開
催

尾瀬高校吹奏楽部の皆さん

医療功労賞を受賞された星野市子さん

総合健診で指導する市子さんの様子 県大会会場の様子

約 2,000 個の灯篭に灯る迎え火

第
65
回
上
毛
か
る
た
競
技
県
大
会

【
第
６
区　

星
野
琴
音
さ
ん
】
利
根
郡
代
表
で
出
場

星
野
市
子
さ
ん
医
療
功
労
賞
受
賞

　

２
月
11
日（
土
）サ
エ
ラ
ス
キ
ー

リ
ゾ
ー
ト
尾
瀬
敷
地
内
で
迎
え
火

の
宴
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
水
の
神
に

な
っ
た
日
本
武
尊
（
や
ま
と
た
け

る
の
み
こ
と
）
が
豊
作
を
祈
り
、

武
尊
山
か
ら
田
畑
に
舞
い
降
り
た

伝
説
に
由
来
し
、
地
域
の
繁
栄
と

平
和
を
祈
る
地
元
築
地
菅
沼
地
区

の
有
志
や
出
身
者
に
よ
っ
て
行
わ

れ
て
い
ま
す
。

　

氷
の
灯
篭
は
、
１
ヶ
月
前
か
ら

準
備
を
は
じ
め
て
イ
ベ
ン
ト
開
催

時
に
は
約
２
千
個
の
灯
篭
が
用
意

さ
れ
ま
し
た
。

　

寒
空
に
ほ
ん
の
り
と
温
か
い
幻

想
的
な
空
間
を
作
っ
て
く
れ
ま
し

た
。

　

開
催
に
あ
た
り
、
尾
瀬
高
校
吹

奏
楽
部
の
皆
さ
ん
に
よ
る
演
奏
会

が
サ
エ
ラ
リ
ゾ
ー
ト
ホ
テ
ル
の
ロ

ビ
ー
で
開
催
さ
れ
、
訪
れ
た
方
や

宿
泊
さ
れ
て
い
る
お
客
さ
ん
に
楽

し
い
ひ
と
時
を
演
出
し
て
く
れ
ま

し
た
。

　

準
備
に
携
わ
っ
た
地
元
の
有
志

の
皆
さ
ん
、
そ
し
て
、
サ
エ
ラ
ス

キ
ー
リ
ゾ
ー
ト
関
係
者
、
尾
瀬
高

校
生
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様
で

し
た
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

 　

郡
大
会
を
勝
ち
抜
い
て
の
出
場

は
、
と
て
も
良
い
経
験
に
な
っ
た

と
思
い
ま
す
。
４
月
か
ら
は
中
学

生
と
な
り
色
々
と
忙
し
く
な
る
と

思
い
ま
す
が
、
ま
た
県
大
会
に
出

場
で
き
る
よ
う
頑
張
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

早
朝
か
ら
応
援
に
駆
け
つ
け
て

く
だ
さ
い
ま
し
た
関
係
者
の

方
々
、
大
変
お
疲
れ
様
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

　

２
月
３
日
（
金
）
県
庁
で
行
わ

れ
た
読
売
新
聞
社
主
催
の
『
第
40

回
医
療
功
労
賞
』の
授
賞
式
に
て
、

保
健
師
の
星
野
市
子
さ
ん
が
県
内

で
唯
一
の
医
療
功
労
賞
を
受
賞
さ

れ
ま
し
た
。

　

村
の
保
健
福
祉
行
政
に
長
年
携

わ
り
、
村
民
の
健
康
維
持
の
た
め

に
尽
力
さ
れ
た
こ
と
が
高
く
評
価

さ
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
も
片
品
村
民
の
保
健
福
祉

の
た
め
に
活
躍
さ
れ
る
こ
と
を
ご

期
待
い
た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
保
健
福
祉
課
）

大
久
保
勝
實
さ
ん

県
文
化
協
会
永
年
功
労
賞
を
受
賞

　

２
月
４
日
（
土
）
越
本
中
里
広

場
に
お
い
て
、17
回
目
と
な
る『
越

本
御
神
火
祭
』
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。

　

強
風
の
中
、
開
会
セ
レ
モ
ニ
ー

で
点
火
さ
れ
た
炎
は
一
気
に
燃
え

上
が
り
、
尾
瀬
太
鼓
愛
好
会
の
演

奏
に
合
わ
せ
て
神
輿
渡
御
が
始
ま

り
ま
し
た
。

　

村
内
外
か
ら
神
輿
保
存
会
・
愛

好
会
の
方
や
ス
キ
ー
・
ス
ノ
ー

ボ
ー
ダ
ー
、
宿
泊
を
さ
れ
て
い
る

お
客
さ
ん
と
多
く
の
方
が
担
ぎ
手

と
し
て
参
加
さ
れ
ま
し
た
。

み
こ
し　

   

と
ぎ
ょ

　

お
祭
り
の
中
頃
に
は
豆
ま
き
が

行
わ
れ
、
会
場
に
集
ま
っ
た
方
に

お
菓
子
や
み
か
ん
な
ど
が
振
る
舞

わ
れ
ま
し
た
。

　

他
に
も
会
場
内
に
は
、
甘
酒
・

尾
瀬
鍋
（
地
元
特
産
野
菜
き
の
こ

汁
）・
お
で
ん
・
も
つ
煮
、
た
く

さ
ん
の
振
る
舞
い
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

寒
い
夜
で
し
た
が
、地
元
役
員
・

婦
人
会
の
皆
さ
ん
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　
　
　
　
（
む
ら
づ
く
り
観
光
課
）

炎
の
勢
い
に
負
け
な
い
勇
ま
し
さ

　

１
月
30
日
（
月
）
本
年
度
新
し

く
な
っ
た
消
防
車
両
の
引
渡
式
が

役
場
に
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

本
年
度
は
群
馬
県
消
防
施
設
整

備
事
業
を
活
用
し
第
五
分
団
に
軽

自
動
車
積
載
車
、
第
六
分
団
に
は

消
防
積
載
車
が
そ
れ
ぞ
れ
引
き
渡

さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
だ
ま
だ
、
寒
い
日
が
続
き
ま

す
。
ス
ト
ー
ブ
等
「
火
」
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
て
く
だ
さ

い
。　
　
　
　
　
　
　
（
総
務
課
）左：６分団積載車　　　　　　　右：５分団軽積載車

消
防
車
両
引
渡
式

功労賞を受賞された大久保さん

食
品
放
射
能
測
定
機
を
導
入
し
ま
し
た

　

市
町
村
文
化
協
会
で
永
年
（
15

年
以
上
）
役
員
と
し
て
功
労
が

あ
っ
た
方
に
県
文
化
協
会
永
年
功

労
賞
の
授
与
式
が
２
月
２
日（
木
）

伊
香
保
町
ホ
テ
ル
天
坊
に
お
い
て

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

大
久
保
勝
實
さ
ん
は
、
文
化
協

会
役
員
と
し
て
、
多
年
に
渡
り
村

の
文
化
活
動
に
貢
献
し
た
事
が
評

価
さ
れ
受
賞
と
な
り
ま
し
た
。

　

今
後
益
々
の
ご
活
躍
を
期
待
い

た
し
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
（
教
育
委
員
会
）

　

２
月
７
日
（
火
）
役
場
に
食
品

放
射
能
測
定
機
が
導
入
さ
れ
ま
し

た
。

　

職
員
が
普
段
食
べ
て
い
る
も
の

や
給
食
セ
ン
タ
ー
の
食
材
な
ど
を

持
ち
寄
り
測
定
手
順
の
講
習
を
受

け
ま
し
た
。

　

食
品
の
検
査
を
希
望
さ
れ
る
方

は
、
予
約
制
と
な
っ
て
い
ま
す
の

で
、
農
林
建
設
課
ま
で
ご
連
絡
く

だ
さ
い
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
建
設
課　

環
境
衛
生
係

☎（
５
８
）
２
１
１
４

操
作
方
法
講
習
の
様
子

ニュース
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豆
ま
き
の
様
子
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第
46
回
冬
季
交
歓
会

第
39
回
片
品
村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
大
会
兼
小
学
生
総
体
片
品
予
選
会

2 日目のスキー教室の様子

北小学校と明神小学校児童の集合写真

別れを惜しむ児童たち

左：萬谷幸大君（明神小）右：千明慎也君（武尊根小）

　

平
成
23
年
度
の
冬
季
交
歓
会
が

１
月
25
日
・
26
日
・
27
日
の
３
日

間
に
わ
た
っ
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

今
年
で
46
回
を
数
え
る
歴
史
と
伝

統
の
あ
る
イ
ベ
ン
ト
は
、
片
品
村

の
皆
さ
ん
に
す
っ
か
り
根
付
い
た

も
の
と
な
っ
て
お
り
、
小
学
生
の

い
る
家
庭
の
方
々
だ
け
で
な
く
、

広
く
地
域
の
皆
さ
ん
に
も
い
ろ
い

ろ
な
場
所
で
歓
迎
を
し
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。

　

25
日
の
午
後
１
時
頃
、
明
神
小

の
子
ど
も
た
ち
と
保
護
者
、
教
職

　

２
月
７
日（
火
）に
第
39
回
片
品

村
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
大
会

兼
第
35
回
小
学
生
総
体
片
品
予
選

会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
競
技
は
水

芭
蕉
コ
ー
ス
、
ア
ル
ペ
ン
競
技
が

ホ
ワ
イ
ト
ワ
ー
ル
ド
尾
瀬
岩
鞍
で

行
わ
れ
、
両
会
場
で
村
内
各
地
よ

り
１
０
０
名
の
選
手
が
集
い
熱
戦

を
繰
り
広
げ
ま
し
た
。結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

◇
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
ス
キ
ー
大
会

大
回
転
男
子

優　

勝　

星
野　

塁
飛（
片
小
）

準
優
勝　

星
野　

湧
也（
南
小
）

第
３
位　

萩
原　

大
成（
北
小
）

アルペン競技の様子

員
な
ど
引
率
の
皆
さ
ん
総
勢
80
名

を
乗
せ
た
バ
ス
が
、
文
化
セ
ン

タ
ー
に
到
着
し
ま
し
た
。
バ
ス
か

ら
降
り
る
明
神
小
の
子
ど
も
た
ち

と
半
年
ぶ
り
の
再
会
で
す
。
お
互

い
に
少
し
照
れ
く
さ
そ
う
で
し
た

が
、
す
ぐ
に
話
が
盛
り
上
が
り
ま

し
た
。

　

文
化
セ
ン
タ
ー
大
ホ
ー
ル
で
受

入
式
が
始
ま
り
ま
し
た
。
当
番
校

の
北
小
が
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
で
全

員
欠
席
で
し
た
が
、
先
生
の
進
行

に
よ
り
予
定
通
り
進
め
ら
れ
ま
し

た
。
萬
谷
幸
大
君
（
明
神
小
）、

千
明
慎
也
君
（
武
尊
根
小
）
が
持

つ
Ｊ
Ｒ
Ｃ
旗
の
入
場
で
始
ま
り
、

「
空
は
世
界
へ
」
の
全
体
合
唱
の

あ
と
、
千
明
村
長
、
髙
橋
議
長
を

は
じ
め
来
賓
・
保
護
者
の
前
で
、

桑
原
満
奈
さ
ん
（
片
小
）
と
上
野

凌
輔
君
（
明
神
小
）
が
児
童
代
表

と
し
て
あ
い
さ
つ
を
し
ま
し
た
。

ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
、
尾
瀬
太

鼓
愛
好
会
の
皆
さ
ん
の
力
強
い
演

奏
で
盛
り
上
げ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。

　

そ
の
後
、
各
校
に
移
動
し
て
歓

迎
行
事
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
し

て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
家
庭
に
向
か
い

ま
し
た
。

　

二
日
目
は
、
村
内
の
４
つ
の
ス

キ
ー
場
（
か
た
し
な
高
原
ス
キ
ー

場
、
ス
ノ
ー
パ
ー
ク
尾
瀬
戸
倉
、

武
尊
牧
場
ス
キ
ー
場
、
ス
ノ
ー
パ

ル
・
オ
グ
ナ
ほ
た
か
）
で
各
校
ご

と
に
ス
キ
ー
交
流
が
行
わ
れ
ま
し

た
。
曇
り
空
の
ま
ず
ま
ず
の
天
候

の
中
で
、
ス
キ
ー
練
習
や
趣
向
を

こ
ら
し
た
楽
し
い
イ
ベ
ン
ト
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。
明
神
小
の

子
ど
も
た
ち
は
み
る
み
る
上
達
し

た
よ
う
で
す
。
片
品
の
子
ど
も
た

ち
も
、
一
生
懸
命
も
て
な
し
を
し

て
い
ま
し
た
。

　

三
日
目
は
も
う
お
別
れ
の
日
で

す
。　

　

朝
、
各
家
庭
か
ら
学
校
や
文
化

セ
ン
タ
ー
に
集
合
し
ま
し
た
。
お

別
れ
式
は
萩
原
翔
君
と
鏑
木
麻
綺

さ
ん
（
北
小
）
の
進
行
で
行
わ
れ
、

萩
原
大
成
君
（
北
小
）
と
堤
那
奈

子
さ
ん
（
明
神
小
）
の
代
表
児
童

の
言
葉
、
金
島
優
里
さ
ん
（
明
神

小
）、
千
明
慎
也
君
（
武
尊
根
小
）

が
持
つ
Ｊ
Ｒ
Ｃ
旗
の
退
場
に
続
い

て「
今
日
の
日
は　

さ
よ
う
な
ら
」

を
全
員
で
歌
い
ま
し
た
。
退
場
の

時
に
は
、
文
化
セ
ン
タ
ー
玄
関
で

片
品
連
合
小
保
護
者
、Ｐ
Ｔ
Ａ
役

員
、
教
職
員
が
ア
ー
チ
を
作
り
、

明
神
小
の
子
ど
も
た
ち
・
明
神
小

保
護
者
・
明
神
小
教
職
員
の
皆
さ

ん
を
お
見
送
り
し
ま
し
た
。
互
い

に
別
れ
を
惜
し
む
姿
が
あ
ち
こ
ち

に
見
ら
れ
る
中
、
明
神
小
の
人
た

ち
は
バ
ス
の
窓
か
ら
い
つ
ま
で
も

手
を
振
り
な
が
ら
帰
途
に
つ
き
ま

し
た
。

　

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
片
品

村
、
片
品
村
教
育
委
員
会
を
は
じ

め
お
世
話
に
な
っ
た
関
係
者
の
皆

さ
ん
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
ま

す
。あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

片
品
連
合
小
学
校
事
務
局

片
品
北
小
学
校

スタート ! 緊張の一瞬 !!

大
回
転
女
子

優　

勝　

星
野
な
な
子（
片
小
）

準
優
勝　

萩
原　

想　
（
北
小
）

第
３
位　

星
野
美
紗
子（
武
小
）

距
離
男
子

優　

勝　

萩
原　

翔　
（
北
小
）

準
優
勝　

倉
田　

元
哉（
片
小
）

第
３
位　

桑
原　

潤
也（
片
小
）

距
離
女
子

優　

勝　

宮
田
奈
美
恵（
南
小
）

準
優
勝　

吉
野
実
穂
佳（
北
小
）

第
３
位　

笠
原　

初
菜（
片
小
）

距
離
リ
レ
ー
男
子

優　

勝　

武
尊
根

準
優
勝　

片
品
北
地
区
Ａ

第
３
位　

花
咲

距
離
女
子
リ
レ
ー

優　

勝　

片
小
ク
ロ
カ
ン

準
優
勝　

花
咲

第
３
位　

片
品
北
地
区
Ａ

◇
小
学
生
総
体
片
品
予
選
会

大
回
転
男
子
低
学
年　

優　

勝　

笠
原　

聡
馬（
片
小
）

準
優
勝　

笠
原　

利
基（
片
小
）

第
３
位　

星
野　

翔
飛（
片
小
）

大
回
転
女
子
低
学
年

優　

勝　

吉
野　

琴
音（
北
小
）

準
優
勝　

萩
原　

羽
麗（
北
小
）

第
３
位　

星
野　

鈴
佳（
武
小
）

大
回
転
男
子
４
年
生　

優　

勝　

星
野　

秀
翔（
片
小
）

準
優
勝　

萩
原　

大
貴（
北
小
）

第
３
位　

光
井　

隆
人（
北
小
）

大
回
転
女
子
４
年
生

優　

勝　

大
竹　

珠
李（
片
小
）

準
優
勝　

星
野　

葵　
（
武
小
）

第
３
位　

佐
々
木
紗
良（
武
小
）

大
回
転
男
子
５
年
生

優　

勝　

星
野　

塁
飛（
片
小
）

準
優
勝　

大
竹　

澪　
（
片
小
）

第
３
位　

星
野　

脩
人（
南
小
）

大
回
転
女
子
５
年
生

優　

勝　

星
野
美
紗
子（
武
小
）

準
優
勝　

桑
原　

佳
那（
武
小
）

第
３
位　

松
浦　

花
帆（
北
小
）

大
回
転
男
子
６
年
生

優　

勝　

萩
原　

聖
也（
北
小
）

準
優
勝　

星
野　

蕗
海（
北
小
）

第
３
位　

星
野　

寛　
（
片
小
）

大
回
転
女
子
６
年
生

優　

勝　

萩
原　

想　
（
北
小
）

準
優
勝　

古
屋　

結
子（
片
小
）

第
３
位　

星
野　

怜
佳（
武
小
）

距
離
男
子
４
年
生

優　

勝　

鏑
木　

光　
（
北
小
）

準
優
勝　

萩
原　

大
智（
北
小
）

第
３
位　

萩
原　

悠
己（
北
小
）

距
離
女
子
４
年
生

優　

勝　

笠
原　

初
菜（
片
小
）

準
優
勝　

萩
原　

彩
絵（
北
小
）

距
離
男
子
５
年
生

優　

勝　

倉
田　

元
哉（
片
小
）

準
優
勝　

桑
原　

潤
也（
片
小
）

第
３
位　

萩
原　

魁
星（
北
小
）

距
離
女
子
５
年
生

優　

勝　

入
澤　

華
音（
片
小
）

準
優
勝　

萩
原　

愛
菜（
北
小
）

第
３
位　

佐
藤
紗
矢
佳（
南
小
）

距
離
男
子
６
年
生

優　

勝　

萩
原　

翔　
（
北
小
）

準
優
勝　

萩
原　

健
輔（
北
小
）

第
３
位　

千
明
諒
之
介（
武
小
）

距
離
女
子
６
年
生

優　

勝　

宮
田
奈
美
恵（
南
小
）

準
優
勝　

吉
野
実
穂
佳（
北
小
）

第
３
位　

笠
原
侑
実
樺（
片
小
）

　
以
上
の
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

　

ア
ル
ペ
ン
競
技
会
場
の
ホ
ワ
イ

ト
ワ
ー
ル
ド
尾
瀬
岩
鞍
様
、
両
競

技
会
場
の
関
係
役
員
の
皆
様
、
大

変
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。

（
教
育
委
員
会
）

クロスカントリー競技の様子

ニュース
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広 

報 

文 

芸
　
片 

品 

村 

俳 

句 

会 

作 

家 

協 

会

平
成
二
十
四
年
二
月
俳
句
会

　
　
　
　
　

摺　

渕　

木
村　

佳
江

満
天
の
星
に
夜
明
け
て
春
立
つ
日

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

光
子

あ
や
と
り
を
覚
え
し
孫
と
春
炬
燵

　
　
　
　
　

鎌　

田　

渡
辺　

和
昭

男
料
理
教
室
に
あ
り
恵
方
巻

　
　
　
　
　

鎌　

田　

吉
野　

道
子

明
の
鐘
寒
三
日
月
の
輝
き
て

　
　
　
　
　

東
小
川　

千
明
ヒ
ロ
子

朝
日
射
す
ま
で
の
命
や
雪
の
華

　
　
　
　
　

鎌　

田　

松
井
亜
作
枝

象
花
子
長
寿
を
祝
が
れ
春
を
待
つ

　
　
　
　
　

須
賀
川　

大
竹　

久
代

枝
う
つ
り
鶯
啼
き
か
わ
す
春
隣

　
　
　
　
　

菅　

沼　

大
竹　

沙

雪
上
の
君
の
足
跡
我
た
ど
り

　
　
　
　
　

鎌　

田　

萩
原
キ
ヨ
子

雪
掻
き
も
老
婆
に
少
し
き
つ
す
ぎ
て

　
　
　
　

南
相
馬
市　

田
村　

辰
子

片
品
の
温
も
り
想
う
雪
だ
よ
り

　
　
　
　
　

須
賀
川　

星
野
志
ず
子

寒
す
ず
め
何
処
で
泣
く
や
ら
雪
し
ぐ

れ
　
　
　
　
　

鎌　

田　

大
竹　

淑
文

嫁
ぐ
子
や
雑
煮
作
り
を
母
に
聞
き

　
　
　
　
　

鎌　

田　

寺
岡　

貞
子

雨
だ
れ
の
太
鼓
の
せ
わ
し
春
一
歩

　
　
　
　
　

築　

地　

千
明　

治
光

は
げ
盛
り
で
冬
を
楽
し
む
村
お
こ
し

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

歌
子

受
験
子
の
親
の
想
い
や
子
の
思
い

　
　
　
　
　

摺　

渕　

星
野　

カ
ツ

若
き
友
逝
き
て
懶
き
二
月
尽

　
　
　
　
　

鎌　

田　

星
野　

康
一

冬
座
敷
囲
碁
全
敗
の
情
け
な
さ

　
　
　
　
　

摺　

渕　

千
明　

政
夫

半
生
を
一
書
に
ま
と
め
春
立
つ
日

武
尊
根
小
学
校
文
章
教
室

　
　
　
　
　

六
年 

星
野　

怜
佳

キ
レ
イ
だ
な
木
々
た
ち
色
を
そ
め
は

じ
め

　
　
　
　
　

六
年 

千
明　

昌
樹

武
尊
山
雪
を
残
し
て
初
夏
に
な
る

　
　
　
　
　

六
年 

三
浦　

紗
加

風
吹
く
と
か
れ
葉
が
か
れ
葉
追
い
か

け
る

　
　
　
　
　

六
年 

千
明　

慎
也

赤
と
ん
ぼ
捕
ま
ら
な
い
で
逃
げ
て
い

く
　
　
　
　
　

六
年 

篠
原　

利
一

校
庭
の
木
々
を
い
ろ
ど
る
桜
の
木

　
　
　
　
　

六
年 

千
明　

諒
之
介

せ
み
が
鳴
く
夏
の
終
わ
り
の
青
空
に

第
42
回
利
根
郡
子
ど
も
会

上
毛
か
る
た
大
会

　

１
月
28
日
︵
土
︶
利
根
郡
子

ど
も
会
上
毛
か
る
た
大
会
が
、

み
な
か
み
町
月
夜
野
中
学
校
体

育
館
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

大
会
は
、
小
学
生
高
学
年
個

人
の
部
で
出
場
し
た
星
野
琴
音

さ
ん
が
見
事
全
勝
し
優
勝
し
ま

し
た
。
小
学
生
低
学
年
団
体
の

部
で
も
﹁
第
２
区
子
ど
も
会
﹂

が
第
３
位
と
い
う
好
成
績
を
収

め
ま
し
た
。
結
果
は
次
の
と
お

り
で
す
。

小
学
生
低
学
年
個
人

　

第
６
位

　
　

萩
原　

歩
香
︵
土
出
︶

小
学
生
高
学
年
個
人

　

優　

勝

　
　

星
野　

琴
音
︵
土
出
︶　　

　
小
学
生
低
学
年
団
体

　

第
３
位

　

第
２
区
子
ど
も
会

　

・
佐
々
木
紗
良

　

・
星
野　

葵

　

・
星
野　

鈴
佳

小
学
生
高
学
年
団
体

　

第
５
位

左：第２区子ども会３名　右：星野琴音さん

　

第
８
区
子
ど
も
会

　

・
須
藤　

聖
矢

　

・
青
木　

優
香

　

・
小
林
日
向
子

　

・
星　
　

晴
輝

　

出
場
し
た
選
手
、
大
会
運
営

に
協
力
い
た
だ
き
ま
し
た
地
区

役
員
の
皆
様
、
大
変
お
疲
れ
様

で
し
た
。

　

な
お
、
優
勝
し
た
個
人
、
団

体
の
選
手
は
２
月
11
日
︵
土
︶

前
橋
ぐ
ん
ま
武
道
館
で
行
わ
れ

ま
し
た
県
大
会
に
、
利
根
郡
代

表
と
し
て
出
場
い
た
し
ま
し
た
。

　
　
　
　
　
　
︵
教
育
委
員
会
︶

利
根
沼
田
地
区

学
校
警
察
連
絡
協
議
会
表
彰

　

２
月
23
日
︵
木
︶
沼
田
警
察

署
に
お
い
て
﹁
広
く
青
少
年
の

範
と
す
べ
き
児
童
生
徒
の
行
為

を
顕
彰
し
て
利
根
沼
田
地
区
の

青
少
年
の
健
全
育
成
に
資
す
る
﹂

こ
と
を
目
的
に
、
優
良
生
徒
と

し
て
利
根
実
業
高
校
須
藤
権
太

郎
君
︵
穴
沢
︶
が
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

こ
れ
か
ら
も
若
さ
と
行
動
力
で

ご
活
躍
下
さ
い
。

　
　
　
　
　
　
︵
教
育
委
員
会
︶

優
良
生
徒
の
表
彰
を
受
け
た

須
藤
権
太
郎
君

か
た
し
な
の
「
特
色
あ
る
教
育
活
動
」
交
流
会
を
開
催

　

２
月
16
日
︵
木
︶
片
品
村
文

化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
か
た

し
な
の
﹁
特
色
あ
る
教
育
活
動
﹂

交
流
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
は
、
校
長
先
生
が
自
校

の
経
営
方
針
や
特
色
あ
る
教
育

活
動
に
つ
い
て
発
表
を
行
い
ま

し
た
。
各
校
の
発
表
テ
ー
マ
は
、

次
の
と
お
り
で
す
。

〇
片
品
小

　

基
礎
・
基
本
を
身
に
付
け
る

〇
片
品
北
小

　

ふ
る
さ
と
片
品
を
愛
す
る
心

　

を
育
て
る

〇
片
品
南
小

　

読
書
環
境
を
豊
か
に
す
る

〇
武
尊
根
小

　

豊
か
な
心
を
育
む
教
育
活
動

〇
片
品
中

　

基
礎
・
基
本
の
確
実
な
定
着

　

こ
の
交
流
会
は
、
教
育
活
動

の
取
組
及
び
成
果
に
つ
い
て
、

保
護
者
及
び
地
域
住
民
に
広
く

情
報
提
供
し
、
開
か
れ
た
学
校

づ
く
り
に
努
め
る
こ
と
、
ま
た

意
見
交
流
を
行
い
、
参
加
者
の

理
解
と
協
力
を
得
て
教
育
活
動

の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
ま
す
。

　

保
護
者
や
地
域
住
民
及
び
教

育
関
係
者
等
約
60
名
の
参
加
を

頂
き
、
発
表
後
に
は
質
疑
応
答

や
、
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

ま
た
最
後
に
は
、
群
馬
大
学

教
職
大
学
院
の
清
水
和
夫
教
授

か
ら
、
今
後
の
教
育
に
つ
い
て

の
展
望
や
励
ま
し
の
言
葉
を
頂

き
ま
し
た
。

　

                ︵
教
育
委
員
会
︶

﹁
特
色
あ
る
教
育
活
動
﹂

交
流
会
の
様
子

「
第
１
回
・
日
光
白
根
ヒ
ル
ク
ラ

イ
ム
」
が
開
催
さ
れ
ま
す
！

　

金
精
峠
︵
国
道
１
２
０
号
︶
の

開
通
前
に
峠
道
を
自
転
車
で
駈
け

上
る
﹁
第
１
回
・
日
光
白
根
ヒ
ル

ク
ラ
イ
ム
﹂
が
開
催
さ
れ
ま
す
。

　

大
会
実
行
委
員
会
で
は
４
月
６

日
ま
で
参
加
申
込
を
受
け
付
け
て

お
り
ま
す
の
で
、
参
加
希
望
者
ま

た
は
興
味
の
あ
る
方
は
事
務
局
ま

で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
開
催
日

　

平
成
24
年
４
月
22
日
︵
日
︶

▼
参
加
料　

５
，５
０
０
円

　
︵
中
高
生
・
60
歳
以
上
は

　

５
，０
０
０
円
︶

※

片
品
村
民
は
２
，５
０
０
円
割

引
さ
れ
ま
す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

　

日
光
白
根
ヒ
ル
ク
ラ
イ
ム
実
行

委
員
会
事
務
局
︵
オ
ウ
レ
ッ
ト
ト

ラ
ベ
ル
内
︶

☎︵
５
８
︶
４
８
２
４

URL 　

http://ozesp.com
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公 式 ス キ ー 大 会 記 録 コ ー ナ ー
1/31～第61回全国高等学校スキー大会（宮城県蔵王）
AL(ｱﾙﾍﾟﾝ)　参加 横坂直美
CC(ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰ) 笠原智絵美（女子10KF 参加、5KC 参加）
2/1～第49回全国中学校スキー大会（宮城県蔵王）
CC　5KF　㉕横坂直樹　参加 萩原涼太　参加 星野結輝
5KC　48横坂直樹　参加 萩原涼太　参加 小笠原　大　
県選抜リレー　横坂直樹　萩原涼太
2/15～第67回国民体育大会冬季大会スキー競技会
（岐阜県朴の木）
AL　少年女子　⑲横坂直美　少年男子　㊿金子友也　
青年男子A　⑲大竹　凛　B　⑫萩原一平
CC　少年男子　参加 横坂直樹　青年男子A　㉑飯塚　剛
B　33星野雄一　C　㉖笠原　穂
青年女子A　③笠原千裕　
県選抜リレー　笠原千裕　飯塚　剛　星野雄一
2/19群馬県アルペンチルドレン回転（宝台樹）
Ａ女子②萩原羽麗（北）③吉野琴音（北）
Ａ男子⑥笠原利基（片）
Ｂ女子⑤大竹珠李（片）⑥桑原佳那（武）
K1男子⑤金井健太郎（片中）　⑥星野莉玖（片中）

1/22　ジュニアクロスカントリー（草津）
小学生女子　③星野琴音（北）
1/30　ジュニアクロスカントリー（水上）
小学生男子　④倉田元哉（片）
2/19ジュニアクロスカントリー（水芭蕉コース）
小学生低学年１KＣ　②萩原楓（北）③村上なの花（北）
小学生女子２KＣ　③星野琴音（北）⑤吉野実穂佳（北）
小学生男子３KＣ　①萩原　翔（北）②萩原健輔（北）
④千明龍之佑（片）　⑤桑原潤也（片）
中学生男子５KＣ　②萩原涼太　
2/20第35回群馬県中学校新人スキー大会
（AL：宝台樹・CC：草津音楽の森コース）
男子５KC　⑥萩原涼太
1/28群馬県スキー技術選手権大会（WW尾瀬岩鞍）　
①萩原一平　②吉野良孝　④石井　優　
1/29北関東スキー技術選手権大会（WW尾瀬岩鞍）　
①萩原一平　②石井　優　⑦吉野良孝　⑲星野智弘
4名が全日本技術選手権大会出場 (3/8～八方尾根 )
※２月号の訂正  　誤：片山一樹　→　正：片山一希
 　訂正してお詫びいたします。
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トマトと赤味噌の汁なしうどん 越本　Foodsbar Core　さん
～片品産野菜使用の簡単料理～

ぶ
つ
け
・
て
っ
か
ん
・
じ
ゃ
ん
か
ん

つ
ち
は
ね

　
昨
今
は
あ
ま
り
見
ら
れ
な
い
子
供
た
ち
（
特
に
男
の
子
）
の
遊
び
に
メ
ン

コ
と
い
う
の
が
あ
り
ま
し
た
。（
現
在
で
も
駄
菓
子
や
さ
ん
で
は
良
く
見
か
け

ま
す
。）
そ
の
メ
ン
コ
の
こ
と
を
「
ぶ
つ
け
」
と
い
い
ま
す
。「
ぶ
つ
け
」
は

遊
び
方
に
由
来
す
る
と
思
わ
れ
る
直
径
３
〜
８
Ｃ
ｍ
位
の
大
き
さ
の
円
形
を

し
て
い
る
も
の
で
す
。
遊
び
の
種
類
は
「
落
と
し
」「
へ
が
し
」「
こ
ん
こ
つ
」

な
ど
で
、い
ず
れ
も
「
ぶ
つ
け
」
あ
っ
て
遊
ぶ
も
の
で
す
。
片
品
で
は
「
打
つ
」

こ
と
を
「
ぶ
つ
」
と
言
い
ま
す
。
そ
の
「
ぶ
つ
け
」
の
遊
び
の
中
の
ル
ー
ル
に
、

相
手
の
「
ぶ
つ
け
」
が
狭
い
と
こ
ろ
や
、荒
地
な
ど
に
入
り
込
ん
だ
場
合
「
て
っ

か
ん
」
を
命
ず
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。「
て
っ
か
ん
」
を
命
ぜ
ら
れ
た
者
は
、

自
分
の
「
ぶ
つ
け
」
を
広
い
所
へ
出
し
ま
す
。「
て
っ
か
ん
」
の
語
源
は
「
転
換
」

の
変
化
し
た
も
の
で
し
ょ
う
。
そ
の「
ぶ
つ
け
」の
遊
び
の
用
語
の
中
に「
じ
ゃ

ん
か
ん
」
と
い
う
変
わ
っ
た
用
語
が
あ
り
ま
す
。「
で
こ
ぼ
こ
」
の
不
整
地
の

こ
と
で
す
。「
じ
ゃ
ん
か
ん
」
を
、
記
憶
の
方
も
大
勢
い
る
よ
う
で
す
。
そ
こ

で
「
じ
ゃ
ん
か
ん
」
の
語
源
を
辿
っ
て
見
ま
し
ょ
う
。「
じ
ゃ
ん
か
ん
」
の
原

語
は
「
じ
ゃ
ん
こ
」
の
よ
う
で
す
。「
じ
ゃ
ん
こ
」
と
は
、
恐
ろ
し
い
伝
染
病

の
天
然
痘
（
痘
瘡
）
に
罹
っ
た
跡
に
残
る
、
瘢
痕
（
は
ん
こ
ん
・
あ
ば
た
）

の
こ
と
だ
そ
う
で
す
。
怖
い
で
す
ね
。
天
然
痘
は
伝
染
力
が
極
め
て
強
く
死

亡
率
も
高
い
伝
染
病
で
、
予
防
は
良
く
知
ら
れ
て
い
る
種
痘
で
す
。
何
気
な

く
使
っ
て
き
た
言
葉（
方
言
）の
中
に
も「
ぶ
つ
け
」「
て
っ
か
ん
」「
じ
ゃ
ん
こ
」

↓「
じ
ゃ
ん
か
ん
」
へ
、
そ
れ
ぞ
れ
深
い
意
味
を
秘
め
て
い
た
ん
で
す
ね
。

我が家の自慢料理

作り方材料（4人分）
○1人分の栄養価　エネルギー：400Kcal　　たんぱく質：11.2ｇ　　　脂　質：8.2ｇ　　　食塩：2.7ｇ

○効能

　
「
つ
ち
は
ね
」
は
、
片
品
の
冬
か
ら
春
へ
の
風
物
詩
で
し
た
。
三
月
に
な
る

と
雪
の
下
で
活
動
を
始
め
て
い
る
麦
、
そ
の
麦
の
上
に
か
か
っ
て
い
る
雪
を

早
く
解
か
し
て
や
ろ
う
と
ま
だ
、
多
く
あ
る
雪
を
ど
か
し
て
土
を
雪
の
上
に

撒
き
散
ら
す
こ
と
を
「
つ
ち
は
ね
」
と
言
い
ま
す
。「
つ
ち
は
ね
」
は
、
土
を

撒
き
散
ら
す
様
が
、
土
が
跳
ね
る
様
に
見
え
る
か
ら
そ
う
呼
ん
だ
言
葉
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
た
、「
つ
ち
は
ね
」
を
し
た
畑
は
１
０
日
以
上
も
早
く

雪
解
け
に
な
っ
た
そ
う
で
す
。
真
っ
白
い
雪
の
上
に
黒
い
土
が
撒
か
れ
て
い

く
作
業
は
、
見
て
い
て
気
持
ち
の
良
い
も
の
で
す
。
冬
来
た
り
な
ば　
春
遠

か
ら
じ
で
す
ね
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
片
品
村
文
化
財
調
査
委
員　
　
大
竹　
将
彦

片

品

村

の

方

言
48

○ワンポイント
去年の夏に行われた「トマト祭り」でのトマト料理コンテストのために考案したメニューです。トマトは、もちろん片品
産の完熟のものを使ったほうが美味しいです。ソースには桃太郎、トッピングには中玉やミニトマトなど甘みの強い種類
のトマトを使用すると色々なトマトの味が楽しめます。夏に考案したメニューなので冷たいうどんを使用していますが、
温めてももちろんおいしく食べられます。パスタソースやお肉の煮込み料理などにも是非トライしてみてください。

赤い色素のリコピンは制がん作用、さっぱりした酸味は疲労回復や胃のむかつきの解消に効果的です。

１ｋｇ
６０ｇ

５０ｃｃ
小さじ２

1片
５ｇ
少々
8本
2枚
1個
４食

トマト･･･････････････
赤味噌･･･････････････
料理酒･････････････
砂糖･･･････････････
にんにく･･･････････････
かつお節･･･････････････
オリーブオイル･････････
インゲン･･･････････････
鶏皮･･･････････････････
トマト (トッピング用 )･･
うどん･････････････････

①トマトを湯むきしてヘタをとり、1cm 角のさいの目に切る。にんにくはみじ
　ん切りにする。
②オリーブオイルを温めた鍋ににんにくを入れ弱火で香りを出す。
③鍋に刻んだトマトを入れ、煮立ったら弱火にしてアクをとりながら 2/3 から半
　分くらいの量になるまでゆっくり煮詰める。
④酒･赤味噌･砂糖をボールなどに混ぜておく。かつお節は包丁で細かくたたいて
　おく。
⑤トマトが煮詰まったら酒･赤味噌･砂糖を混ぜたものを加える。ひと煮立ちした
　後、かつお節を入れてよく混ぜて火を止める。粗熱が取れたら冷蔵庫で冷やす。
⑥トッピングに使うインゲンは塩を入れたお湯で色よくゆでて 1cm の長さに切
　る。鶏皮はフライパンで余分な油を取り除きながら
　カリカリになるまでじっくり焼いた後、1cm角に
　切る。トッピング用のトマトも 1cm角のさい
　の目に切る。
⑦ゆでてしっかり冷水で冷やしたうどんに、冷た
　いソースと飾りのインゲン・鶏皮・トマトを散
　らして出来上がり。よくまぜて食べる。
※色合いと食感のアクセントを考えながらカラフルなトッピングをすると見た目
　もグッとよくなります。

教育・生涯学習
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教育委員会　4月の諸行事
☆生涯学習・社会体育関係
・体育協会総会
・婦人会総会
・子ども育成会連絡協議会総会

☆学校関係
・小中学校始業式
・小学校入学式
・中学校入学式
・教職員離退任式

◇片小 
・PTA本部役員会
・交通安全教室
・授業参観・PTA総会　等
　平成 24 年度、新学期が始まります。新年度も
保護者・地域の皆様のご支援・ご協力をよろしく
お願いいたします。

◇北小 
・交通安全教室
・家庭訪問
・授業参観、PTA総会・歓送迎会
　新しい年度も、子どもたちの成長のために、引
き続き地域の方々のご協力をよろしくお願いいた
します。　 

◇南小 
・１年生のお迎え集会
・家庭訪問
・交通安全教室
・避難訓練（地震）
　新しい年度が始まります。地域の皆さんにはい
ろいろお世話になりますが、よろしくお願いいた
します。

◇武尊根小 
・交通安全教室
・武尊根記録会
・通学路清掃
・授業参観など
　新年度のスタートです。本年度も地域の方々の
ご協力をいただき、特色ある教育活動を推進して
いきたいと思います。

◇片中       
・新入生歓迎会
・自転車点検
・部活動編成
　新年度を迎え、新たな教育活動がスタートしま
す。地域の皆様、引き続き温かいご理解とご支援
をお願いいたします。

下旬
下旬
下旬

9日 (月 )
9 日 ( 月 ) 午前
9日 ( 月 ) 午後
13日 ( 金 ) 午後

 
11 日 ( 水 )
16 日 ( 月 )
27 日 ( 金 )

 
19 日 ( 木 )

20 日 ( 金 ) ～ 26日 ( 木 )
27 日 ( 金 )

 

13 日 ( 金 )
17 日（火）～ 20日 ( 金 )

23 日 ( 月 )
27 日 ( 金 )

 
13 日 ( 金 )
18 日 ( 水 )
20 日 ( 金 )
27 日 ( 金 )

       
10 日 ( 火 )
17 日 ( 火 )
19 日 ( 木 )

りだ よ図 書 室
読んでみませんか？

尾 瀬 紀 行
その自然と人々

※午後１時３０分～５時３０分開室
※日曜、祝日　　　はお休みです。

図 書 室 カレンダー  4 月

「第４回ふるさと自費出版大賞」　郷土文化部門の最優秀
賞受賞作に片品村出身、沼田市の永井　佐紺（本名　留
治）さんの著書が選ばれました。図書室に本人から寄贈
されてありますので、ぜひお読みください。※　予定が変更される場合もありますので、　

　　あらかじめご了承ください。

月 火 水 木 金 土日

永井　佐紺

ブライアン通信

Spring Vacation

春休み

Hello, everyone.  How are you?  This 
year it is so cold!  But there is less snow 
than　usually.  It is very strange.  I am 
really looking forward to spring vacation.  Do you know 
why?  Because my grandma wi l l  come to v is i t  
Katashina!  She has never been to Japan, so she says 
she is very excited.  I want to take her to an onsen.  
But maybe she will be very surprised that people in 
Japan get into the onsen naked.  In the United States, 
people have to wear swimsuits.  I think naked is more 
comfortable.  Have a safe March!

皆さん、こんにちは。元気ですか？今年はとても寒いです。
しかし、いつもより雪が少ないです。とても不思議です。私
は春休みを楽しみにしています。なぜか知っていますか？お
ばあちゃんが片品に遊びに来るからです。日本を訪れたこと
がないので、ワクワクしているそうです。おばあちゃんを温
泉に連れて行きたいと思っていますが、もしかしたら、日本
では人は裸で温泉に入るということにびっくりするかもしれ
ません。アメリカでは、人は水着を着なくてはなりません。
私からすると、裸のほうが楽だと思います。安全な３月を！
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『
浄
化
槽
エ
コ
補
助
金
』の
活
用
を

　

村
で
は
、
下
水
道
及
び
農
業
集

落
排
水
が
整
備
さ
れ
て
い
る
区
域

を
除
く
区
域
（
浄
化
槽
区
域
）
に

合
併
処
理
浄
化
槽
を
設
置
す
る
家

庭
を
対
象
に
補
助
金
を
支
給
し
て

い
ま
す
。
そ
の
浄
化
槽
区
域
内
で

単
独
処
理
浄
化
槽
を
使
用
し
て
い

る
家
庭
を
対
象
と
し
て
、
生
活
雑

排
水
の
処
理
が
可
能
な
合
併
処
理

浄
化
槽
へ
入
れ
替
え
を
行
う
場

合
、
従
来
の
設
置
費
補
助
に
加
え
、

一
律
10
万
円
の
「
エ
コ
補
助
金
」

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
こ
の
エ
コ

補
助
金
は
、
平
成
23
年
度
限
定
で

実
施
し
て
い
ま
し
た
が
、
平
成
24

年
度
も
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と

に
な
り
ま
し
た
。

　

補
助
金
支
給
の
た
め
の
条
件
は

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
機
会
に
「
エ

コ
補
助
金
」
を
活
用
し
、
環
境
保

全
へ
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま

す
。

▼
問
い
合
わ
せ
先

農
林
建
設
課

☎（
５
８
）
２
１
１
４

片
品
村
村
営
住
宅
入
居
申
込
案
内

村
営
住
宅
の
入
居
者
を
次
の
要
領

で
募
集
し
ま
す
。

募
集
住
宅
の
概
要

▼
場
所　

片
品
村
大
字
須
賀
川
２

７
９
番
地
２　

地
内

▼
募
集
戸
数　

１
戸

▼
種
類　

簡
易
耐
火
構
造
２
階
建

　

Ｃ
棟　

３
号
室　

昭
和
56
年
度

建
設

▼
入
居
可
能
予
定
日　

　

入
居
決
定
後
、
即
日
可
能

▼
家
賃　

　

入
居
者
の
収
入
及
び
同
居
者
数

等
に
よ
り
算
定
す
る

▼
申
込
期
間　

随
時
募
集

▼
申
込
場
所　

農
林
建
設
課　

☎（
５
８
）
２
１
１
３

入
居
資
格

　

税
金
、
水
道
料
等
の
滞
納
が
な

い
方
等
入
居
す
る
際
に
は
基
準
が

あ
り
ま
す
の
で
役
場
農
林
建
設
課

（
５
８
）
２
１
１
３
ま
で
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

県
営
住
宅
入
居
の
ご
案
内

　

24
年
度
入
居
募
集
は
４
月
、
７

月
、
10
月
、
１
月
の
年
４
回
実
施

募
　
　
　
集

「
協
会
け
ん
ぽ
」
に
加
入
し
て
い
る

皆
様
へ
健
診
の
ご
案
内

　

平
成
24
年
度
生
活
習
慣
病
予
防

健
診
（
加
入
者
本
人
）
及
び
特
定

健
康
診
査
（
加
入
者
家
族
）
に
つ

い
て
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

　

３
月
下
旬
に
被
保
険
者
ご
本
人

用
の
健
診
申
込
用
紙
と
パ
ン
フ

レ
ッ
ト
が
、
お
勤
め
す
る
会
社
に

届
き
ま
す
の
で
、
会
社
を
通
じ
て

健
診
を
受
け
る
手
続
き
を
お
願
い

い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
配
偶
者
や
ご
家
族
で
、

健
診
の
対
象
と
な
る
方
に
は
、
被

保
険
者
ご
本
人
が
お
勤
め
す
る
会

社
に
「
特
定
健
康
診
査
受
診
券
」

が
送
付
さ
れ
て
お
り
ま
す
の
で
、

被
保
険
者
の
方
を
通
じ
て
会
社
か

ら
受
け
取
り
健
診
を
受
診
し
て
く

だ
さ
い
。

　

な
お
、「
特
定
健
康
診
査
受
診

券
」
は
、
配
偶
者
や
ご
家
族
の
方

の
み
ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。（
被

保
険
者
の
健
診
に
受
診
券
は
発
行

さ
れ
ま
せ
ん
）

▼
問
い
合
わ
せ
先

全
国
健
康
保
険
協
会
群
馬
支
部

☎
０
２
７
（
２
１
９
）
２
１
０
４

し
ま
す
。
今
回
は
４
月
入
居
募
集

の
お
知
ら
せ
で
す
。

▼
所
在
地
・
間
取
り
・
募
集
戸
数
・

家
賃

　

募
集
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
入
居
資
格　

現
在
住
宅
に
困
窮

し
て
お
り
、
親
族
と
入
居
す
る
予

定
の
人
、
ま
た
は
単
身
の
高
齢
者

や
障
害
の
あ
る
人

※

収
入
制
限
が
あ
り
ま
す

※

詳
し
く
は
募
集
案
内
ま
た
は
県

住
宅
供
給
公
社
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

(http://w
w
w
.gunm

a-jkk.or.jp/

）

を
ご
覧
く
だ
さ
い

▼
申
込
期
間

　

４
月
１
日
（
日
）
〜
15
日
（
日
）

▼
入
居
可
能
日

　

平
成
24
年
７
月
１
日
（
日
）

▼
申
し
込
み
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
を
郵
送

▼
申
込
用
紙
・
募
集
案
内
配
布
場

所県
住
宅
供
給
公
社
（
前
橋
市
紅
雲

町
）、
県
土
木
事
務
所
、
市
役
所
・

町
村
役
場

▼
そ
の
他　

入
居
者
は
、
公
開
抽

選
で
選
定
し
ま
す

▼
問
い
合
わ
せ
先　

県
住
宅
供
給

公
社

☎
０
２
７
（
２
２
３
）
５
８
１
１

Fax
０
２
７
（
２
２
３
）
９
８
０
８

平成２４年度・平成２５年度の保険料率が決まりました

○軽減額は・・・
９割軽減額
８.５割軽減額
５割軽減額
２割軽減額 
所得割５割軽減額 
被扶養者軽減（均等割９割軽減、所得割なし）
◯高額所得者の年間保険料の上限額が55万円になりました。

第２次尾瀬ブランド候補商品募集開始 !!
あなたの自信の一品待っています

第1次尾瀬ブランド認定品
尾瀬ブランドとは？

どういったものが対象に？

応募については？

尾瀬の郷片品の人と自然が育んだ素晴らしい商品を広くアピールして消費を促すために行っている制度で、ブラ
ンド品として認定されると、３年間、専用のパンフレットやインターネットを通じて積極的に宣伝し、さらに、物産
展などの商品として優先的に活用致します。

加工食品　　　　○村内で生産又は加工されたもの　あるいは　主たる原材料又はその商品を特色付ける原材料
　　　　　　　　　が村内で生産されたもの
　　　　　　　　○継続して生産及び販売ができるもの（季節限定商品は可）
　　　　　　　　○食品衛生関係の法令などに違反していないもの
工芸民芸品　　　○村内で生産されたもの
　　　　　　　　○継続して生産及び販売ができるもの（季節限定商品は可）
ご応募頂いた商品については、尾瀬ブランド認定委員会において、①品質（味、見た目、機能、販売価格等）、②尾瀬の
郷片品との関連性、③独自性・希少性、④信頼性・安全性、⑤市場性の５つの観点から審査を行い、認定については
尾瀬ブランド委員会が最終決定を致します。

応募可能個数：１事業者様あたり　５品まで
申請手数料　：１品につき　5,000円（本来は10,000円となっていますが、今回に限り、全国名水サミット
　　　　　　　　（本年８月に片品村で開催）の記念事業として、5,000円補助）
応募方法　　：まずは、尾瀬ブランド委員会事務局（役場むらづくり観光課内）☎（５８）２１１２へお問い合わ
　　　　　　　せください。
　　　　　　　応募書類をお送りしますので、必要事項を記入のうえ、３月３０日（金）までに提出をお願いし
　　　　　　　ます。

後期高齢者医療保険からのお知らせ

平成２４年度の軽減措置についても、決定しました。
○ 保険料率
区分
所得割率
均等割額

平成２２年度、平成２３年度
７．３６％

３９，６００円

平成２４年度、平成２５年度
８．４８％

４２，７００円
平成２４年度保険料額の計算方法
年間保険料額＝均等割額（４２，７００円）＋所得割額（（平成２３年中の総所得金額等－３３万円）×８．４８％）
軽減に該当する方は、軽減額を引いてください。

○ 平成２４年度軽減内容
平成２４年度の軽減割合や該当条件は、平成２３年度と同じで変更はありません。
※被扶養者軽減に該当する方については、２年間という期限がなくなりました。
軽減内容
均等割９割軽減

均等割８.５割軽減
均等割５割軽減

均等割２割軽減
所得割５割軽減
被扶養者軽減
(均等割９割軽減 )

軽減該当条件 ( 均等割の軽減は被保険者及び世帯主の総所得金額等の合計額が対象 )
「基礎控除額 (３３万円 )以下の世帯で被保険者全員が年金収入８０万円以下」の世帯
(その他各種所得がない場合 )
「基礎控除額 (３３万円 )」以下の世帯
「基礎控除額 (３３万円 )＋２４.５万円×世帯の被保険者数 (被保険者
である世帯主は除く )」以下の世帯
「基礎控除額 (３３万円 )＋３５万円×世帯の被保険者数」以下の世帯
総所得金額等－基礎控除額 (３３万円 )が５８万円以下
後期高齢者医療の被保険者資格を得た前日まで、被用者保険（国保、国保組合以外）
の被扶養者であった方 ※所得割額は課されません。

・・・・・・・・・・・・・・・・・・・38,430円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・36,295円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・21,350円
・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ 8,540円

・・・所得割額÷２（１円未満の端数は切上げ）
・・・・38,430円 問い合わせ先　保健福祉課

☎（５８）２１１５
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年 

金 

だ 

よ 

り

　

―
学
生
納
付
特
例
制
度―

学
生
は
承
認
を
受
け
る
と
保
険
料

の
納
付
が
猶
予
さ
れ
ま
す

　
日
本
に
住
む
20
歳
以
上
60
歳
未

満
の
人
は
、
全
員
が
国
民
年
金
に

加
入
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

20
歳
以
上
の
学
生
も
国
民
年
金

に
加
入
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す
が
、
収
入
が
一
定
額
以
下
の
学

生
に
つ
い
て
は
、
申
請
し
て
承
認

を
受
け
る
こ
と
に
よ
り
、
学
生
期

間
中
の
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ

れ
る
『
学
生
納
付
特
例
制
度
』
が

あ
り
ま
す
。

　
こ
の
制
度
は
、
家
族
の
収
入
に

関
係
な
く
、
学
生
本
人
の
所
得
を

基
準
と
し
て
審
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
学
生
本
人
に

所
得
が
な
い
こ
と
か
ら
、
大
部
分

の
学
生
は
こ
の
制
度
に
該
当
す
る

と
思
わ
れ
ま
す
。（
一
部
の
学
校
は

こ
の
制
度
の
対
象
に
な
り
ま
せ

ん
。）

　
保
険
料
の
納
付
猶
予
を
受
け
て

い
る
期
間
中
に
万
が
一
の
事
故
な

ど
で
障
害
を
負
っ
た
場
合
に
は
、

障
害
基
礎
年
金
を
受
け
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。
ま
た
、
猶
予
を
受
け

た
期
間
は
年
金
を
受
け
る
た
め
の

資
格
期
間
に
算
入
さ
れ
ま
す
が
、

老
齢
基
礎
年
金
額
に
は
反
映
さ
れ

ま
せ
ん
。
満
額
の
老
齢
基
礎
年
金

を
受
け
る
た
め
に
は
、
10
年
以
内

に
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
（
追
納
）

が
必
要
で
す
。

　
学
生
納
付
特
例
制
度
を
申
請
さ

れ
る
方
は
、
役
場
の
国
民
年
金
係

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。
申

請
は
毎
年
必
要
で
す
。

　
な
お
、
既
に
学
生
納
付
特
例
の

申
請
を
さ
れ
て
い
て
、
翌
年
度
以

降
も
在
学
見
込
み
の
方
は
、
毎
年

３
月
に
日
本
年
金
機
構
か
ら
送
付

さ
れ
る
ハ
ガ
キ
形
式
の
申
請
書
を

郵
送
す
る
だ
け
で
手
続
き
が
で
き

ま
す
。

　
く
わ
し
く
は
、
年
金
事
務
所
へ

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

渋
川
年
金
事
務
所　
国
民
年
金
課

☎
０
２
７
９
（
２
２
）
１
６
０
７

軽
自
動
車
等
の
廃
車
手
続
は
３
月
末
日
ま
で
に
お
願
い
し
ま
す

軽
自
動
車
税
の
課
税
基
準
日
は
、

４
月
１
日
で
す
。

　
軽
自
動
車
税
は
乗
ら
な
い
か
ら

と
い
っ
て
そ
の
ま
ま
に
し
て
お
く

と
翌
年
度
も
課
税
さ
れ
、
支
払
わ

な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。

放
置
し
た
ま
ま
に
な
っ
て
い
る
２

輪
車
や
軽
自
動
車
等
に
つ
い
て
、

廃
車
を
考
え
て
い
る
所
有
者
に
お

い
て
は
、
３
月
末
日
が
切
り
替
え

と
な
り
ま
す
の
で
関
係
者
が
お
り

ま
し
た
ら
ナ
ン
バ
ー
返
還
と
合
わ

せ
て
廃
車
の
手
続
き
を
済
ま
せ
て

く
だ
さ
い
。

▼
手
続
き

１
、「
片
品
村
」
ナ
ン
バ
ー
は
役
場

住
民
課
で
廃
車
手
続
き
が
で
き
ま

す
。（
万
一
、
ナ
ン
バ
ー
を
紛
失
し

た
場
合
は
、
手
数
料
が
か
か
り
ま

す
。）

２
、「
群
馬
県
」
ナ
ン
バ
ー
の
軽
自

動
車
等
は
群
馬
県
軽
自
動
車
検
査

協
会
で
廃
車
手
続
き
が
で
き
る
よ

う
に
な
っ
て
い
ま
す
。（
参
考
で
す

が
、
お
つ
き
あ
い
の
あ
る
自
動
車

整
備
工
場
及
び
自
動
車
販
売
店
等

が
代
行
し
て
く
れ
る
と
思
い
ま
す

の
で
相
談
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。）

不
明
な
点
は
、
住
民
課
ま
で
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

☎（
５
８
）
２
１
１
６

女
性
の
健
康
習
慣

　
２
月
１
日
〜
２
月
８
日
は
女

性
の
健
康
習
慣
で
す
。
女
性
が

生
涯
を
通
じ
て
健
康
で
明
る
く
、

充
実
し
た
日
々
を
自
立
し
て
過

ご
す
こ
と
を
支
援
す
る
た
め
、

国
や
地
方
公
共
団
体
、
関
連
団

体
が
一
体
と
な
り
、
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。

　
女
性
特
有
の
病
気
に
、
乳
が

ん
、
子
宮
が
ん
が
あ
り
ま
す
。

日
本
で
は
、
毎
年
約
３
万
５
千

人
が
乳
が
ん
に
か
か
り
、
亡
く

な
る
人
は
１
万
人
に
近
づ
い
て

い
ま
す
。

　
子
宮
が
ん
に
か
か
る
人
は
、

年
間
約
１
万
８
千
６
百
人
で
、

亡
く
な
る
方
は
、
年
間
約
６
千

人
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
特
に

子
宮
頸
が
ん
に
か
か
る
人
や
亡

く
な
る
人
の
若
年
化
が
す
す
ん

で
い
る
こ
と
は
見
逃
せ
な
い
事

実
で
す
。

　
こ
れ
ら
を
予
防
す
る
た
め
に

は
ま
ず
検
診
を
受
け
る
こ
と
が

大
切
で
す
。
片
品
村
で
は
、
毎

年
４
月
の
総
合
健
診
で
乳
が
ん

及
び
子
宮
頸
が
ん
検
査
を
行
っ

て
い
ま
す
。
１
年
お
き
の
検
診

で
す
の
で
、
受
診
の
機
会
を
逃

保 

健 

だ 

よ 

り
　

命名について

将来は・・・

まずは、「ほのか」という名前をお姉ちゃんがとっても気に
入っていたので、読み方が先に決定。　
その後で、春らしくて女の子らしい字を選びました。草木が
芽生える時の静かな力強さを持ってほしいと思います。

姉妹で仲良く、笑いあったり、けんかしたり・・・いろいろ
な経験を通して、人の気持ちが理解できる優しい人になって
もらいたいです。何事にも前向きに、笑顔が一番！！

さん萩原  健二
はぎわら　　けんじ

25 歳

昭和 61 年 5月 3日生　（父）萩原　文夫（母）さとみ

（戸倉）ちゃん萌楓 平成２３年３月１１日生

（父）三浦　道明　　（母）由妃恵　（幡谷）のお子さん

Fresh
Young

ほのか

事
業
主
は
特
別
徴
収
の

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す

　
給
与
か
ら
所
得
税
の
源
泉
徴

収
を
し
て
い
る
事
業
主
は
、
個

人
村
県
民
税
を
特
別
徴
収
す
る

こ
と
が
法
律
や
村
の
条
例
等
で

義
務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
実

施
し
て
い
な
い
事
業
主
は
新
年

度
か
ら
始
め
る
た
め
の
手
続
き

を
お
願
い
し
ま
す
。

　
特
別
徴
収
は
、
所
得
税
の
源

泉
徴
収
と
異
な
り
、
税
額
計
算

や
年
末
調
整
は
必
要
あ
り
ま
せ

ん
。
従
業
員
が
住
ん
で
い
る
市

区
町
村
か
ら
通
知
さ
れ
る
１
年

間
に
差
し
引
く
税
額
を
12
回
に

分
け
て
給
与
か
ら
天
引
き
し
ま

す
。
そ
の
た
め
、
１
回
分
の
負

担
が
軽
く
な
り
ま
す
。

　
ま
た
、
金
融
機
関
等
と
の
や

り
と
り
に
よ
っ
て
は
従
業
員
が

金
融
機
関
な
ど
へ
出
向
く
手
間

が
な
く
な
る
の
で
、
メ
リ
ッ
ト

が
あ
り
ま
す
。
そ
し
て
、
群
馬

県
で
は
工
事
等
の
指
名
参
加
願

い
に
伴
う
特
別
徴
収
に
よ
る
加

点
制
度
を
設
け
て
い
ま
す
の
で
、

是
非
と
も
ご
理
解
を
い
た
だ
き

ま
し
て
推
進
に
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

３．片品をどう思いますか
自然が多く空気や水が綺麗で
良い所だと思います。

１．何処へお勤めですか 
JA 片品給油所

２．趣味は何ですか
音楽鑑賞

6．村民の方へメッセージをお願いします
これからもよろしくお願いします。

５．好きな異性のタイプ
優しい人

４．村内のおすすめスポットは
夏は山、冬はスキー場
（特にスノーパーク尾瀬戸倉）

さ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

総
合
健
診
は
村
内
の
三
つ
の
体

育
館
で
行
っ
て
い
ま
す
。
毎
年

身
近
な
会
場
で
全
て
の
健
康

チ
ェ
ッ
ク
が
一
健
診
数
百
円
で

受
け
ら
れ
ま
す
の
で
、
是
非
受

診
し
ま
し
ょ
う
。

　
ご
家
族
同
士
で
乳
が
ん
、
子

宮
が
ん
検
診
を
受
け
て
い
る
か

を
確
認
し
合
い
、
予
診
票
が
届

い
た
検
診
を
家
族
全
員
で
受
け

る
よ
う
心
が
け
ま
し
ょ
う
。（
総

合
健
診
の
ご
案
内
及
び
予
診
票

は
、
３
月
16
日
以
降
に
地
域
の

保
健
推
進
員
さ
ん
を
通
し
て
配

布
さ
れ
ま
す
）

予
防
接
種

　
２
月
中
旬
に
、
予
防
接
種
対

象
で
あ
り
未
接
種
の
お
子
さ
ん

に
接
種
勧
奨
の
通
知
を
配
布
い

た
し
ま
し
た
。
接
種
期
間
は
お

子
さ
ん
の
免
疫
力
や
発
達
を
考

慮
し
た
上
で
設
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
母
子
手
帳
を
見
直
し
、
接

種
期
間
内
に
接
種
し
ま
し
ょ
う
。

平成２３年度　国保税第７期　納税率調（税額）
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（平成24年2月16日現在）

国保税
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